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東日本大震災の復興を支援しよう
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Pick Up
今月のイベント

　

長
瀬
小
学
校
の
運
動
会
は
４
月
28

日
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、

晴
天
の
も
と
、
児
童
ら
が
団
体
、
個

人
合
わ
せ
て
26
種
目
で
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　
「
見
せ
つ
け
ろ
！
長
瀬
魂
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
た
今
年
の
運

動
会
。
入
場
行
進
に
続
い
て
行
わ
れ

た
開
会
式
で
は
、
江
尻
陽よ

う

子こ

校
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
前
後
公ひ

ろ
し

町
長
、

山
本
明あ

き

子こ

教
育
委
員
長
ら
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
の
野
矢
隆り

ゅ
う

史し

さ
ん
、
棚

木
芽め

依い

さ
ん（
と
も
に
６
年
）は「
長

瀬
魂
を
心
に
持
ち
、
競
技
す
る
と
き

も
応
援
す
る
と
き
も
、
全
力
を
尽
く

し
て
最
後
ま
で
頑
張
り
ま
す
」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

雨
や
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、

昨
年
、
一
昨
年
と
２
年
連
続
で
体
育

館
で
行
わ
れ
た
同
校
の
運
動
会
。
児

童
ら
は
、
広
々
と
し
た
校
庭
で
の
運

動
会
を
満
喫
。
徒
競
争
、
ダ
ン
ス
や

綱
引
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に

挑
み
ま
し
た
。

　

昼
食
後
に
は
、
同
校
が
取
り
組
ん

で
い
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏

も
披
露
さ
れ
、
応
援
に
来
て
い
た
保

護
者
ら
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
準
備
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
、

全
て
が
児
童
ら
手
に
よ
っ
て
実
施
さ

れ
た
手
作
り
の
運
動
会
。
応
援
に
駆

け
付
け
た
保
護
者
ら
は
、
わ
が
子
の

成
長
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。
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今月の表紙
Pick Up でも紹介した
長瀬小学校の運動会。
紅白対抗の綱引きでは、
全学年の児童が力を合
わせて頑張りました。

「 も う 少 し だ。 頑 張
れ！」と下級生を励ま
す上級生の姿が印象的
でした。

【撮影日】　４月 28 日
【撮影場所】　長瀬小学校

【目次】

1　小隊訓練に臨む第３分団。

きびきびとした動きで日頃の

訓練の成果を披露しました

2　校庭に並んだ消防車両。

この日は大小合わせて 20 台

以上が点検を受けました

3　勇壮なラッパの音色で団

員を鼓舞したラッパ隊員

4　行進を終え、「右向け右」

の号令で整列する団員ら

猪苗代町消防団春季検閲
　

町
消
防
団
の
春
季
検
閲
は
４
月
29

日
、
猪
苗
代
小
学
校
の
校
庭
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
６
分
団
か
ら
約

４
０
０
人
の
団
員
が
参
加
。
訓
練
に

先
立
ち
団
員
ら
が
町
内
を
行
進
し
た

後
、
小
学
校
で
規
律
訓
練
な
ど
に
臨

み
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き
を
見
せ

ま
し
た
。

　

こ
の
検
閲
に
は
、
４
月
に
入
団
し

た
女
性
消
防
団
員
３
人
も
参
加
。
訓

練
後
の
講
評
で
は
「
女
性
消
防
団
員

な
ら
で
は
の
視
点
を
活
か
し
、
活
躍

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
町
長
が
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
土
屋
孝

彦
消
防
団
長
が
「
盤
石
の
体
制
を
堅

持
し
、
町
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
防
災
へ

の
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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感
謝
状
贈
呈
者

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

４
年
以
上
在
職
者

下　

舘　
　
　

牛　

木　

秀　

子

志　

津　
　
　

福　

地　

喜
代
雄

荻　

窪　
　
　

小　

澤　

正　

道

水　

沢　
　
　

渡　

部　

清　

昭

伯
父
ケ
倉　
　

阿　

部　

厚　

志

道　

下　
　
　

瀧　

澤　

美　

幸

　
　白

木
城　
　
　

遠　

藤　
　
　

博

小
水
沢　
　
　

渡　

部　

淳　

夫

樋
ノ
口　
　
　

大　

桃　
　
　

新

小　

田　
　
　

渡　

部　

正　

信

名　

家　
　
　

木　

村　

正　

和

酸
川
野　
　
　

熊　

谷　

喜　

一

田
茂
沢　
　
　

小　

椋　

龍　

一

木
地
小
屋　
　

波
多
野　

富
美
雄

大　

原　
　
　

小
檜
山　

政　

恒

市　

沢　
　
　

遠　

藤　

勇　

次

達　

沢　
　
　

小　

椋　

孝　

喜

沼
尻
駅
前　
　

関　

口　

孝　

司

中
ノ
沢　
　

○
古　

川　

泰
一
郎

高　

森　
　
　

渡　

邊　

清　

孝

蒲
谷
地　
　
　

星　
　
　

重　

成

金　

堀　
　
　

高　

橋　

善　

数

沼
尻
温
泉　
　

小　

椋　

文　

次

次
の
人
た
ち
が

　
　
　
　
　

区
長
で
す

　
　
（
敬
称
略　

○
は
区
長
会
長
）

四
ツ
谷　
　
　

渡　

部　

博　

幸

名
古
屋
町　
　

星　

野　

常　

喜

古
城
町　
　
　

月　

岡　

義　

文

本　

町　
　
　

中　

村　

岳　

嗣

旭　

町　
　
　

小　

澤　

孝　

雄

新
町
イ　
　
　

赤　

埴　

征　

彌

新
町
ロ　
　

○
笹　

岡　

正　

人

上
新
町　
　
　

壽　

田　

直　

道

九
軒
町　
　
　

壽　

田　

吉　

伸

半　

坂　
　
　

山　

本　

廣　

市

中　

町　
　
　

齋　

藤　

一　

義

神
明
町　
　
　

岡　

村　

三　

好

新
北
町　
　
　

宇　

月　

晴　

彦

新
堀
向　
　
　

磯　

川　

盛　

雄

今　

泉　
　
　

小　

林　
　
　

守

見　

祢　
　
　

小
板
橋　

幸　

吉

沼
ノ
倉　
　
　

五
十
嵐　

盛　

雄

渋　

谷　
　
　

長
谷
川　

真　

児

長　

坂　
　
　

渡　

部　

一　

夫

土　

町　
　
　

佐　

賀　

昭　

男

祢　

次　
　
　

小　

林　

藤　

徳

川　

上　
　
　

上　

谷　

文　

雄

見
祢
山　
　
　

長
谷
川　

芳　

春

葉　

山　
　
　

藤　

澤　

拓　

也

ス
キ
ー
場　
　

青　

木　

茂　

夫

桜
ケ
丘　
　
　

笠　

間　

熊　

市

千　

貫　
　
　

渡　

部　
　
　

勉

三
城
潟　
　
　

二　

瓶　

清　

人

新
在
家　
　
　

喜
多
見　

賢　

一

五
十
軒　
　
　

山　

本　
　
　

剛

釜　

井　
　
　

加　

藤　

正　

明

烏
帽
子　
　
　

秋　

山　

祐　

伸

東
南
真
行　

○
髙　

橋　

謙　

一

西
真
行　
　
　

釣　

巻　

久　

徳

大
在
家　
　
　

大　

橋　

清　

喜

西
久
保　
　
　

木　

村　

和　

則

行
津
桜
川　
　

田　

巻　

イ
ツ
子

翁
島
駅
前　
　

本　

間　

輝　

義

土　

田　
　
　

内　

田　
　
　

彰

蟹
沢
・
長
浜　
　

渡　

部　

和　

則

戸
ノ
口
・
三
金　

    

遠　

藤　

光　

昭

不　

動　
　
　

澁　

川　

久　

行

磐　

根　
　
　

髙　

橋　

貞　

男

砂　

川　
　
　

山　

内　

秀　

年

天
鏡
台
温
泉　
　

橋　

口　

直　

幸

西　

舘　
　
　

鈴　

木　
　
　

高

牛　

沼　
　
　

阿　

部　
　
　

登

入　

江　
　
　

佐　

藤　
　
　

健

相
名
目　
　
　

古　

川　

昭　

一

蜂
屋
敷　
　
　

星　
　
　

一　

正

廻
谷
地　
　
　

狩　

野　

郁　

也

扇　

田　
　

○
吉　

野　
　
　

満

千
代
田　
　
　

鈴　

木　

隆　

一

打　

越　
　
　

野　

崎　

和　

美

富　

永　
　
　

大　

石　
　
　

藏

北
高
野　
　
　

川　

井　

和　

好

八
千
代　
　
　

遠　

藤　

勝　

一

六　

角　
　
　

佐　

藤　

清
一
郎

百
目
貫　
　
　

佐　

藤　

秀　

樹

仁　

蔵　
　
　

吉　

田　
　
　

正

堤　

崎　
　
　

笠　

間　

一　

雄

島　

田　
　
　

長　

田　

清　

喜

上
ノ
上　
　
　

阿　

部　

重　

孝

関　

脇　
　
　

鈴　

木　
　
　

学

都　

沢　
　
　

佐
藤　

新
左
エ
門

壺　

下　
　
　

佐　

藤　

睦　

雄

志
田
浜　
　
　

吉　

田　

昌　

弘

上　

戸　
　
　

土　

屋　

清　

美

上
戸
駅
前　
　

池　

田　

光　

一

湊
志
田　
　
　

柴　

田　

幸　

司

山　

潟　
　
　

大
川
原　

浩　

吉

田
子
沼　
　

○
渡　

部　

榮　

一

金　

曲　
　
　

小　

林　

厚　

子

川　

崎　
　
　

安　

齋　

誠　

市

夷　

田　
　
　

関　

澤　

敏　

夫

中　

目　
　
　

小
檜
山　
　
　

進

松　

橋　
　
　

古　

川　

喜
一
郎

小
平
潟　
　
　

齋　

藤　
　
　

敦

松
橋
浜　
　
　

齋　

藤　

一　

夫

幸　

野　
　

○
渡　

部　

忠　

和

川　

桁　
　
　

大　

坂　

悌　

造

新
屋
敷　
　
　

大　

坂　

恭　

一

曲　

淵　
　
　

佐　

瀬　

正　

喜

東　

舘　
　
　

五
十
嵐　

美　

春

白　

津　
　
　

渡　

部　

正　

則

内　

野　
　
　

佐　

藤　

幸　

成

明　

戸　
　
　

吾　

妻　

幸　

重

　

委
嘱
状
交
付
式
に
続
い
て
開

か
れ
た
全
体
区
長
会
議
で
は
、

行
政
区
長
と
し
て
の
任
務
、
町

が
取
り
組
む
各
種
事
業
に
対
す

る
協
力
依
頼
や
町
か
ら
の
各
種

補
助
・
助
成
金
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
消
防
団
員
の
定

員
の
見
直
し
な
ど
、
今
後
の
町

政
執
行
に
つ
い
て
質
問
や
要
望

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
○
印
が
質
問
、
▼
印
が
回
答
）

○
消
防
団
の
定
員
や
区
割
り
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
町
で
は
ど

の
よ
う
な
考
え
で
い
る
の
か
。

小
さ
い
地
区
で
は
若
い
消
防
団

員
の
定
員
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

▼
同
じ
よ
う
な
問
題
が
各
地
区

に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
消
防
団
の
団
長

を
中
心
に
各
分
団
の
班
ご
と
に

定
員
の
組
織
に
つ
い
て
検
討
を

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。
定
数

を
確
保
で
き
な
い
地
区
に
つ
い

て
も
、
一
つ
の
試
み
と
し
て
昨

年
か
ら
女
性
消
防
団
員
の
加
入

を
促
進
し
て
お
り
、
今
年
は
３

１
１
０
人
の
区
長
に
委
嘱
状
交
付

長
瀬
地
区

月
輪
地
区

千
里
地
区

猪
苗
代
地
区

吾
妻
地
区

翁
島
地
区

　

24
年
度
の
町
区
長
委
嘱
状
交
付
式
は
４
月
５
日
、
役
場
正
庁
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　

　

委
嘱
状
の
交
付
に
先
立
ち
、
長
年
区
長
を
務
め
ら
れ
、
退
任
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は
各
地
区
の
区
長
に
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
町
政

進
展
の
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

前後町長から各地区の代表者に
委嘱状が手渡されました

名
の
女
性
消
防
団
員
を
任
命
し
ま

し
た
。
女
性
消
防
団
員
の
加
入
を

促
進
し
な
が
ら
、
必
要
が
あ
れ
ば

定
員
や
区
割
り
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
団
長
を
中
心
に
検
討
し
て
も

ら
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
皆
さ
ん

の
負
担
が
で
き
る
だ
け
少
な
く
な

る
よ
う
消
防
団
と
話
し
合
っ
て
い

き
ま
す
。

○
地
区
の
都
合
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
を
22
日
に
行
う
予
定
だ
が
、

事
前
に
ゴ
ミ
袋
の
配
布
を
お
願
い

で
き
る
か
。

▼
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば

ゴ
ミ
袋
・
土
嚢
袋
を
お
届
け
し
ま

す
。

○
川
上
地
区
は
放
射
線
量
が
高
い

が
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
で
集

ま
っ
た
ゴ
ミ
は
通
常
通
り
搬
入
し

て
い
い
の
か
。

▼
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
で
出
た

土
砂
な
ど
に
つ
い
て
は
、
通
常
通

り
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
て
い

た
だ
い
て
結
構
で
す
。
町
で
線
量

を
確
認
し
、
低
け
れ
ば
今
ま
で
通

り
の
処
分
と
い
た
し
ま
す
。
線
量

が
高
い
場
合
に
は
町
の
仮
置
き
場

に
搬
出
し
ま
す
。
各
区
長
に
事
前

に
土
嚢
袋
を
配
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
に
つ
め
て
搬
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
そ
の
他
搬
入
さ
れ
た
ゴ
ミ
等

に
つ
い
て
も
、
放
射
能
の
測
定
は

町
で
対
応
し
ま
す
の
で
通
常
通
り

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
飛
べ
な
い
白
鳥
の
集
団
が
田
植

え
の
後
に
田
ん
ぼ
を
荒
ら
す
。
飛

べ
な
い
の
で
逃
げ
る
こ
と
も
で
き

な
い
が
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

町
と
し
て
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

▼
白
鳥
は
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
対
応
し
て
い
き
た
い
。
傷
つ
い

て
い
る
場
合
に
は
捕
獲
し
、
振
興

局
に
連
絡
し
た
上
で
大
玉
村
に
あ

る
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込

む
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
緑
の
募
金
の
趣
旨
は
緑
化
の
推

進
や
森
林
の
整
備
等
と
な
っ
て
い

る
が
、
資
料
の
※
印
の
部
分
に
は

「
交
付
金
は
球
根
や
プ
ラ
ン
タ
ー

等
を
購
入
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら

の
購
入
は
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
と

思
う
の
で
す
が
。

▼
町
内
の
小
中
学
校
の
学
校
緑
化

事
業
に
は
、
球
根
や
プ
ラ
ン
タ
ー

だ
け
で
は
な
く
学
校
林
な
ど
も
あ

る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
部
分
も
含

め
て
、
広
範
囲
な
趣
旨
と
し
て
活

用
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
緑

の
募
金
は
全
国
的
な
も
の
で
す
の

で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
趣
旨
が
広

範
囲
に
取
ら
れ
が
ち
で
す
。
誤
解

を
招
く
よ
う
な
場
合
に
は
、
緑
化

の
推
進
と
い
う
方
向
だ
け
で
、
森

林
の
整
備
に
使
用
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
ご
指
摘
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
使
途
と
し
て
は
学
校
林
等

の
整
備
に
も
使
用
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
区
で
集
ま
っ
た
と
き
に
、
こ
の

よ
う
な
質
問
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
文
言
の
整
理
を
し
な
が
ら
十
分

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

牛　

沼　
　

蒲
生　

孝た
か

雄お

　
　
　
　
　
　
（
４
年
間
）

上
ノ
上　
　

遠
藤　

妙み
ょ
う

子こ

　
　
　
　
　
　
（
５
年
間
）

志　

津　
　

遠
藤　

吉よ
し

春は
る

　
　
　
　
　
　
（
４
年
間
）

酸
川
野　
　

熊
谷　
　

博ひ
ろ
し

　
　
　
　
　
　
（
８
年
間
）

沼
尻
駅
前　

小
椋　

重じ
ゅ
う

政せ
い

　
　
　
　
　
　
（

　
年
間
）感謝状を受け取る遠藤妙子さん（上ノ上）

全

 

体

 

区

 

長

 

会

 

議
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5 月 30 日（水）
時　　　間 場　　　所 地　区　名

  9:00 ～   9:30 町役場車庫前 四　ツ　谷
  9:35 ～   9:50 亀ヶ城入口 古　城　町
  9:55 ～ 10:05 本町五区第二集会所前 本　　　町
10:10 ～ 10:25 斉藤呉服店前 新町イ・新町ロ

10:30 ～ 11:00 神明町地蔵前 九軒町・神明町

11:05 ～ 11:25 町児童館前 新　北　町
11:30 ～ 11:50 上新町消防屯所前 上　新　町
13:10 ～ 13:25 中町消防屯所前 中　　　町
13:30 ～ 13:45 土町集会所前 土　　　町
13:50 ～ 14:05 葉山荘前 葉　　　山
14:10 ～ 14:20 猪苗代観光ホテル駐車場 ス キ ー 場
14:25 ～ 14:35 丸清水井戸前 見 祢 山
14:40 ～ 15:10 旧半坂集会所跡地 半 坂
15:15 ～ 15:30 祢次集会所前 祢 次
15:35 ～ 15:45 （元）三ツ和食堂前 砂 川
15:50 ～ 16:00 五十軒集会所前 五 十 軒

５月 31 日（木）
時　　　間 場　　　所 地 区 名

  9:00 ～   9:10 モービルパーク猪苗代前 渋 谷
  9:25 ～   9:35 千貫消防屯所前 千 貫
  9:40 ～   9:50 川上集会所前 川 上
  9:55 ～ 10:05 長坂集会所前 長 坂
10:10 ～ 10:20 三ツ屋荘前 三 ツ 屋
10:25 ～ 10:45 渋谷集会所前 渋 谷
10:50 ～ 11:10 渡部産業前 沼 ノ 倉
11:15 ～ 11:45 見祢集会所前 見 祢
13:10 ～ 13:50 本町五区会第二集会所前 旭町・名古屋町

13:55 ～ 14:05 今泉公民館前 今 泉
14:10 ～ 14:20 新堀向集会所前 新 堀 向
14:25 ～ 14:35 桜ケ丘集会所前 桜 ケ 丘
14:45 ～ 15:10 不動集会所前 不 動
15:15 ～ 15:25 元北会津開拓農協跡地 磐 根
15:30 ～ 15:50 翁島駅前公民館前 翁 島 駅 前
15:55 ～ 16:10 土田集会所前 土 田

6 月１日（金）
時　　　間 場　　　所 地　区　名

  9:00 ～   9:10 行津桜川集会所前 行 津 桜 川
  9:25 ～   9:35 南ヶ丘牧場前 三 本 木
  9:45 ～   9:55 戸ノ口消防屯所前 戸 ノ 口
10:05 ～ 10:15 ホテルみなとや駐車場 長浜・金子沢
10:20 ～ 10:30 蟹沢集会所前 蟹 沢
10:35 ～ 10:50 西久保公民館前 西 久 保
11:00 ～ 11:20 翁島地区コミュニティセンター前 三 城 潟
11:25 ～ 11:40 新在家集会所前 新 在 家
13:10 ～ 13:20 西真行集会所前 西 真 行
13:25 ～ 13:35 大在家集会所前 大 在 家
13:40 ～ 13:50 本間建設駐車場 釜 井
13:55 ～ 14:25 烏帽子集会所前・鈴木哲雄さん宅 烏 帽 子
14:30 ～ 14:40 東真行集会所前 東 真 行
14:45 ～ 15:00 南真行集会所前 南 真 行
15:05 ～ 15:15 仁蔵集会所前 仁 蔵
15:20 ～ 15:40 蜂屋敷集会所前 蜂 屋 敷
15:45 ～ 16:00 廻谷地集会所前 廻 谷 地

6 月４日（月）
時　　　間 場　　　所 地　区　名

  9:00 ～   9:15 堀切公会堂前 伯 父 ケ 倉
  9:20 ～   9:30 白木城集会所前 白 木 城
  9:35 ～   9:50 小水沢地蔵様前 小 水 沢
  9:55 ～ 10:20 樋ノ口集会所前 樋 ノ 口
10:25 ～ 10:50 小田消防屯所前 小 田
10:55 ～ 11:10 名家集会所前 名 家
11:15 ～ 11:25 酸川野消防屯所前 酸 川 野
11:30 ～ 11:45 田茂沢集会所前 田 茂 沢
13:10 ～ 13:30 木地小屋消防屯所前 木 地 小 屋
13:35 ～ 13:55 大原消防屯所前 大 原
14:00 ～ 14:15 沼尻サブセンター前 沼 尻 駅 前
14:20 ～ 14:30 のんびり館駐車場 沼 尻 温 泉
14:35 ～ 14:45 旧中ノ沢保育所前 中 ノ 沢
14:50 ～ 15:10 中ノ沢旅館案内所脇 中 ノ 沢
15:15 ～ 15:40 達沢改善センター前 達 沢
15:50 ～ 16:00 清水屋製麺前 田 茂 沢

6 月５日（火）
時　　　間 場　　　所 地　区　名

  9:10 ～   9:40 市沢集会所前 市 沢
  9:45 ～   9:55 高橋善数さん宅前 金 堀
10:00 ～ 10:10 高橋政夫さん宅前 大 島 原
10:15 ～ 10:25 蒲谷地集会所前 蒲 谷 地
10:30 ～ 10:45 佐藤俊吉さん宅前 西 高 森
10:50 ～ 11:05 高森集会所前 高 森
11:10 ～ 11:20 佐藤勇一さん宅前 中 原
11:30 ～ 11:35 水沢集会所前 水 沢
11:40 ～ 11:50 荻窪集会所前 荻 窪
13:10 ～ 13:20 志津集会所前 志 津
13:25 ～ 13:35 下舘集会所前 下 舘
13:40 ～ 14:05 内野集会所前 内 野
14:10 ～ 14:20 明戸集会所前 明 戸
14:25 ～ 14:45 白津集会所前 白 津
14:50 ～ 15:15 大山祇神社前 川 桁
15:20 ～ 15:35 新屋敷公民館前 新屋敷・曲渕・道下

15:40 ～ 16:00 川桁駅前 川 桁

6 月６日（水）
時　　　間 場　　　所 地 区 名

  9:00 ～   9:20 幸野消防屯所前 幸 野
  9:25 ～   9:35 都沢多目的集会所前 都 沢
  9:40 ～   9:50 関都駅前広場 関 脇
  9:55 ～ 10:00 関脇集会所前 関 脇
10:05 ～ 10:25 壺下消防屯所前 壺 下
10:30 ～ 10:40 みどり幼稚園西側 湊 志 田
10:45 ～ 10:55 上戸集会所前 上 戸
11:05 ～ 11:15 田子沼集会所前 田 子 沼
11:20 ～ 11:40 山潟集会所前 山 潟
11:45 ～ 11:50 上戸駅前広場 上 戸 駅 前
11:55 ～ 12:00 つるや前駐車場 志 田 浜
13:15 ～ 13:25 山崎一男さん宅前 川 崎
13:30 ～ 13:55 金曲消防屯所前 金 曲
14:00 ～ 14:15 小平潟集会所前 小 平 潟
14:20 ～ 14:30 古川貞夫さん宅前 松 橋 浜
14:35 ～ 14:45 レストラン白鳥脇 松 橋 浜
14:50 ～ 15:05 松橋消防屯所前 松 橋
15:10 ～ 15:20 中目集会所前 中 目
15:25 ～ 15:40 夷田集会所前 夷 田
15:45 ～ 16:00 入江集会所前 入江・牛沼

6 月７日（木）
時　　　間 場　　　所 地 区 名

  9:00 ～   9:10 相名目集会所前 相 名 目
  9:15 ～   9:25 富永集会所前 富 永
  9:30 ～   9:40 打越集会所前 打 越
  9:45 ～ 10:15 西舘集会所前 西 舘
10:20 ～ 10:40 北高野集会所前 北 高 野
10:45 ～ 11:10 千代田遊園地 千代田・扇田
11:15 ～ 11:25 熊野神社前 八 千 代
11:30 ～ 11:50 町役場車庫前 六 角
13:10 ～ 13:30 百目貫集会所前 百目貫・上ノ上

13:35 ～ 13:50 堤崎集会所前 堤 崎
13:55 ～ 14:10 島田集会所前 島 田
14:15 ～ 14:30 天鏡台温泉管理事務所前 天鏡台温泉

　生後 91 日以上の犬を飼っている人は、狂犬病予防法の規定により、登録申請と毎年の狂犬病
予防注射を受けなければいけません。今年は、別表のとおり実施しますので、忘れずに登録と狂
犬病予防注射を済ませてください。

＊持参するもの
　①費用（下記の金額）　　②役場から送付された封筒

● 23 年度までに登録をした人
　注射料  2,550 円   注射済票交付手数料  550 円
　合計　3,100 円

●新たに犬を飼った人
　上記のほか　登録料　3,000 円　　
　合計　6,100 円

＊狂犬病予防注射を受けるのは「健康な犬」に限ります。
＊問診表（役場から送付されたピンク色の用紙）が必要
　になりますので、必ず記入して持参してください。

狂犬病予防注射日程表

■問い合わせ先　町民生活課　生活環境業務　☎（62）2114

５月３０日（水）～６月７日（木）

愛
犬
へ
の

予
防
注
射
を

愛
情
の
証受

け
て
く
だ
さ
い
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■平成 23 年度下半期財政状況

町のお金は　このように使われました

基
金
の
状
況

　
（
平
成
23
年
度
末
見
込
額
）

▼
財
政
調
整
基
金

８
億
７
９
２
６
万
８
千
円

▼
減
債
基
金

１
億
７
１
６
万
５
千
円

▼
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

８
６
１
３
万
円

▼
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

２
３
５
万
１
千
円

▼
ほ
場
整
備
事
業
推
進
基
金

８
５
４
万
円

▼
公
共
下
水
道
整
備
基
金

３
１
３
５
万
４
千
円

▼
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

２
３
７
４
万
４
千
円

▼
リ
ゾ
ー
ト
開
発
環
境
整
備
基
金

８
２
４
万
円

▼
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基
金

１
０
６
６
万
９
千
円

▼
地
域
福
祉
基
金

２
億
２
０
２
万
２
千
円

▼
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
基

金６
６
８
２
万
３
千
円

▼
世
界
選
手
権
猪
苗
代
大
会
開
催

記
念
基
金

８
０
７
万
６
千
円

▼
猪
苗
代
町
そ
ば
大
豆
等
刈
取
機

械
整
備
基
金

４
９
０
万
円

◎
基
金
を
運
用
し
な
が
ら
事
業
を

実
施
す
る
も
の

▼
土
地
開
発
基
金

１
億
９
７
７
４
万
９
千
円

用
語
を
チ
ェ
ッ
ク

※
予
算
額
の
大
き
い
歳
出
科
目
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す

民
生
費	 

老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
、

障
害
者
福
祉
、
保
育
所
の
運
営
な

ど
に
使
う
お
金

総
務
費	 

交
通
安
全
対
策
、
振
興

計
画
策
定
、
町
庁
舎
の
管
理
な
ど

に
使
う
お
金

土
木
費	 

町
道
の
舗
装
補
修
、
防

雪
柵
の
設
置
、
道
路
の
新
設
改
良
、

都
市
計
画
街
路
、
町
営
住
宅
建
設

な
ど
に
使
う
お
金

公
債
費	 

町
が
学
校
を
建
て
た
り
、

道
路
を
造
っ
た
り
す
る
と
き
に
借

り
た
お
金
を
返
す
た
め
の
も
の

（
借
り
た
お
金
は
毎
年
計
画
的
に

返
済
し
て
い
ま
す
）

教
育
費	 

小
中
学
校
や
幼
稚
園
の

教
育
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
財
保
護
な
ど
に
使
う
お
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課
財
務
業
務

☎（
62
）２
１
１
２

　

24
年
３
月
末
ま
で
に
使
っ
た
、
町
の
お
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
地
方
自
治
法
と
町
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
５
月
と
11
月
の
２
回
、
町
の

財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。
一
般
会
計
は
下
半
期
中
、

２
回
の
補
正
を
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
現
在
額
は
80
億
３
７
６
２
万
４
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
86
・
98
％
、

支
出
割
合
は
92
・
46
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
な
ど
11
の
特
別
会

計
は
、
下
半
期
中
、
合
計
で
１
億
５
２
０
８
万
８
千
円
の
補
正
を
し
、
予
算
現

在
額
は
46
億
８
３
３
８
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在

額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
76
・
69
％
、支
出
割
合
は
95
・
16
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会　計　区　分 予算現在額 収　入　済　額 支　出　済　額
猪苗代地区財産区 659 万 9 千円 613 万 6 千円 408 万 4 千円
翁島地区財産区 337 万 2 千円 206 万 6 千円 218 万 3 千円
長瀬地区財産区 1,311 万 8 千円 1,283 万 4 千円 1,196 万 9 千円
吾妻地区財産区 2,067 万 1 千円 2,067 万 3 千円 2,007 万円
国民健康保険 18 億 3,718 万 7 千円 16 億 6,257 万 9 千円 17 億 5,186 万 7 千円
簡易水道事業 1 億 2,166 万 7 千円 7,554 万円 9,091 万円
公共下水道事業 7 億 4,029 万 6 千円 3 億 9,250 万 1 千円 7 億 2,057 万 2 千円
特定環境保全水道事業 2 億 2,903 万 1 千円 1 億 2,521 万円 2 億 392 万 7 千円
農業集落排水事業 2 億 4,358 万 1 千円 1 億 4,329 万 1 千円 2 億 2,930 万 4 千円
介護保険 13 億 995 万円 10 億 221 万 9 千円 12 億 6,967 万 6 千円
後期高齢者医療 1 億 5,791 万 6 千円 1 億 4,864 万 5 千円 1 億 5,195 万 1 千円

計 46 億 8,338 万 8 千円 35 億 9,169 万 4 千円 44 億 5,651 万 3 千円

一　　　般　　　会　　　計
総 務 2 億 2,910 万 6 千円
民 生 9,685 万 1 千円
衛 生 4,612 万 9 千円
農 林 水 産 3 億 7,689 万 9 千円
商 工 1,996 万 6 千円
土 木 24 億 6,290 万円
公 営 住 宅 8 億 2,731 万円
消 防 6,481 万 5 千円
教 育 14 億 3,552 万 7 千円
災 害 復 旧 4,250 万円
臨時財政対策債など 34 億 383 万 3 千円

特　　　別　　　会　　　計
簡易水道事業 2 億 2,946 万円
下水道事業 37 億 7,224 万 2 千円
特定環境保全下水道事業 9 億 9,581 万 2 千円
農業集落排水事業 15 億 9,702 万 9 千円

地方消費税交付金　1 億 4,438 万 2 千円
地 方 譲 与 税　　    9,467 万 5 千円
利 子 割 交 付 金　　       516 万 3 千円
配 当 割 交 付 金                115 万 6 千円
株式等譲渡所得割交付金　　　　      57 万 5 千円
ゴルフ場利用税交付金            1,876 万 3 千円
自動車取得税交付金            1,997 万 1 千円
地方特例交付金             2,057 万 9 千円
交通安全対策特別交付金　　       314 万 3 千円
分担金および負担金　　    4,730 万 1 千円
寄　　付　　金　　    1,180 万 7 千円
繰　　入　　金             4,757 万 8 千円

5 億 8,942 万 8 千円         
3 億 3,883 万 1 千円

8 億 7,045 万 7 千円
6 億 2,798 万 8 千円

7 億 5,640 万円
  590 万円

4 億 1,509 万 3 千円
3 億 5,678 万 3 千円

2 億 493 万 5 千円
2 億 1,040 万 9 千円

1 億 2,837 万 7 千円
1 億 2,837 万 8 千円

1 億 659 万 2 千円
1 億 1,237 万 2 千円

1,317 万 2 千円
1,170 万 8 千円

一  般  会  計
歳入歳出

町債現在高 （平成 24 年 3 月 31 日現在の平成 23 年度末現在見込額）

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 3 億 822 万 8 千円 2 億 8,800 万 8 千円 2,022 万円
資　本　的 735 万 5 千円 8,762 万円 △ 8,026 万 5 千円

※資本的収支の不足額 8,026 万 5 千円は内部留保資金から補てんしました。

水道事業会計予算収支状況 （消費税込）

特別会計予算執行状況 （公営企業会計を除く）

◎一般会計合計　　90 億 583 万 6 千円

◎特別会計合計　 65 億 9,454 万 3 千円

●町債現在高合計
156 億 37 万 9 千円

予算現在額

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 5,729 万円 6,133 万 8 千円 △ 404 万 8 千円
資　本　的 2,889 万円 1 億 6,639 万 9 千円 △ 1 億 3,750 万 9 千円

※資本的・収益的収支の不足額 1 億 4,155 万 7 千円については、基金などか
ら補てんしました。

病院事業会計予算収支状況 （消費税込）

  12 億 3,812 万 8 千円
  11 億 4,465 万 7 千円

9 億 2,035 万 3 千円
8 億 7,427 万 5 千円

 10 億 1,118 万 7 千円
　10 億 419 万 5 千円

  11 億 5,525 万 4 千円
        10 億 42 万 5 千円

5 億 1,113 万円
4 億 8,602 万 1 千円

4 億 6,995 万円
4 億 4,033 万 7 千円

4 億 4,471 万 1 千円
3 億 6,663 万 4 千円

3 億 8,984 万 1 千円
3 億 6,873 万 2 千円

3 億 7,818 万 9 千円
3 億 6,449 万 9 千円 

議    会    費　 1 億 1,606 万 6 千円
災害復旧費　    3 億 708 万 8 千円
予　備　費　         2,155 万 7 千円       

予算現在額

　公営企業会計

町民税
法人分
5,233 円

町たばこ税
7,945 円 軽自動車税

2,113 円

入湯税
1,233 円

みなさんが
納めた税金

予算総額は　　　　80 億 3,762 万 4 千円

18 億 9,418 万円    
19 億 6,220 万 6 千円総務費

予算現在額　15 億 1,888 万 1 千円
支 出 済 額　12 億 2,195 万 5 千円

予算現在額           30 億 5,899 万円   
収 入 済 額   32 億 3,692 万 8 千円

   税負担額
 （町民１人あたり）

 10 万 9,921 円

純固定
資産税
6 万 8,722 円

固定資産等所在
市町村交付金
　　531 円

町民税
個人分
2 万 4,144 円



広報 猪苗代  2012-5    1011    2012-5  広報 猪苗代

      交通事故の恐ろしさを学ぶ
　猪苗代中学校（宇南山忠

た だ

明
あ き

校長）の自転車交通安
全教室は４月 16 日、同校の校庭で実施され、全校
生徒 292 人が無事故の誓いを新たにしました。
　同教室は、県警本部、猪苗代警察署やＪＡ共済連
福島などが主催し、ＪＡ共済交通事故撲滅キャン
ペーン「10 アクション」の一環として開催された
ものです。
　宇南山校長のあいさつ、猪苗代警察署の遠藤敏

と し

久
ひ さ

交通係長の実施概要説明の後、スタントマンと生徒
の代表らが交通事故を再現。見通しの悪い交差点で
の自転車とバイクの衝突、トラックの内輪差による
巻き込みなど、目の前で起きる衝撃的な事故の数々
に、生徒らは驚きを隠せない様子でした。
　再現に参加した１年生の猪俣りおさんは「信号で
は、車道から下がったところで待つなど、事故に遭
わないように気を付けたい」と感想を述べました。

写真上　生徒らの前で交通事
故を再現したスタントマンら。
あまりの迫力に生徒からは悲
鳴が上がりました
写真下　もしトラックに巻き
込まれたのが、カラーコーン
ではなく、あなただったら…

　  町内６小学校で入学式挙行
　町内６小学校の入学式は 4 月 6 日、各小学校で
開催され、新一年生らが希望に満ちた小学校生活を
スタートさせました。
　猪苗代小学校（酒井栄

え い

喜
き

校長）では、新入生 47
人が手をつないで入場。在校生らは大きな拍手で新
しい仲間を歓迎しました。児童一人一人の名前が呼
ばれ入学を許可されると、酒井校長が「小学校では
楽しいことがたくさん待っているので、元気に登校
しましょう」と式辞。岩橋紀

の り

男
お

教育委員の告辞の後、
大川原久

ひ さ

夫
お

副町長、小板橋敏
と し

弘
ひ ろ

ＰＴＡ会長らが祝辞
を述べました。
　在校生を代表して６年生の栗田翔

しょう

さんが「学校は
とても楽しいところです。わからないことがあった
ら、何でもぼくたちに話してね。優しく教えてあげ
る」と歓迎の言葉を述べると、新入生たちの緊張も
少しほぐれた様子でした。

写真上　担任の先生に名前を
呼ばれると、元気いっぱいの
大きな声で返事をし、起立す
る児童ら
写真下　新入生代表の岡田陽

ひ

菜
な

さんにノートなどの文房具
が手渡された A N

　   友だちたくさんできるかな
　町内４幼稚園の入園式は４月９日、各園で挙行さ
れ、新入園児らが楽しい幼稚園生活をスタートさせ
ました。
　猪苗代幼稚園（本多勝

か つ

男
お

園長）には、年少児と年
長児の合わせて 40 人が入園。本多園長の「幼稚園
はとても楽しいところです。みんなと早く仲良く
なって、いっぱい遊ぼう」との挨拶に、園児たちの

「はーい」という元気な声が響き渡りました。
　会場にはビデオカメラなどを手にした保護者らが
大勢詰めかけ、成長したわが子の姿に目を細めてい
ました。
　わが子の姿を見守っていた保護者の小林明

あ き

久
ひ さ

さん
は「友だちをたくさんつくって、元気に通園してほ
しい」と話しました。
　各幼稚園では、子どもたちの健やかな成長のため、
安心、安全な園づくりが進められます。

写真上　大きな声で「はーい」
と返事をする猪苗代幼稚園の
新入園児たち
写真下　在園児と父兄らが見
守る中、一列になって会場に
入る猪苗代幼稚園の新入園児
たち

lementary schoolE

D
ʃɹ˂ʵʒʞʍɹʃ ᴣ ʕʯ˂ʃ INAWASHIRO

unior high schoolJ

　  伝統を受け継ぐ55 人が入学
　猪苗代高等学校（根本良

よ し

政
ま さ

校長）の入学式は 4 月
９日、同校体育館で挙行され、普通科 31 人、国際
観光科 24 人の合わせて 55 人が、期待を胸に新た
な学びやの門をくぐりました。
　新入生一人一人の名前が呼ばれた後、根本校長が
全員の入学を許可し「皆さんは、自らの意思で進学
を決意し、本校を選んだ。高校は中学校までの義務
教育とは違い、自ら学び、決意を確認する場。この
３年間で夢の達成のために大いに励んでもらいた
い」と式辞を述べました。
　その後、新入生を代表し普通課の穴澤祐

ゆ う

規
き

さんが
「歴史と伝統を受け継ぎ、自覚を持ち行動する」と
誓いのことばを述べました。
　猪苗代高校の校訓は「英知、忍耐、勤労」。この
素晴らしい校訓のもと、文武両道を目指して頑張っ
てください。

写真上　晴れの日を迎えた
55 人の生徒たち。緊張した
表情で呼名を受けながらも、
その目は未来への期待に輝い
ていました
写真下　誓いのことばを述べ
る新入生代表の穴澤祐規さん

igh schoolH

indergartenK



広報 猪苗代  2012-5    1213    2012-5  広報 猪苗代

まちのわだい
TOWN  TOPICS

　猪苗代達磨會の山田敏
と し

信
の ぶ

会長と同会会計の新明哲
て つ

也
や

さんは４月
12 日、町役場を訪れ、十三日市で販売しただるまなどの収益金
から５万円を寄付しました。
　山田会長は「本会では毎年、保育所、幼稚園や各学校などに順
番で寄付をしている。社会情勢の変化や教育施設の統廃合など、
子どもたちを取り巻く環境は大きく変化しているが、子どもたち
の教育のために役立ててほしい」と話しました。
　前後町長は「ありがとうございます。大切に使わせていただき
ます」と感謝の言葉を述べました。

子どもたちの教育のために
猪苗代達磨會が町に収益金を寄付

寄付を手渡す山田会長（右から２番目）と新明さん（右）

猪苗代湖の水質保全のため
福島中央テレビが町に寄付金贈呈

寄付を手渡す駒木根メディア推進室長（右）

　福島中央テレビの駒木根尚
たかし

メディア推進室長は４月 16 日、町
役場を訪れ、猪苗代湖の水質保全に役立ててほしいと、猪苗代町
に２万５千円を寄付しました。
　同社は「猪苗代湖をきれいにしよう」キャンペーンの一環とし
て、サントリーフーズの協力を得て町総合体育館など約 10 カ所
に寄付金型自動販売機を設置。これらの売上金の一部を猪苗代湖
の水環境保全のために寄付しています。
　前後町長は「猪苗代湖の水質保全のため、有効に使わせていた
だきます」とお礼の言葉を述べました。

前後町長から感謝状を受ける前委員長の野口さん（中央）

　１期４年間の選挙管理委員会委員などを務め、適正かつ円滑な
選挙の管理執行と明るい選挙の推進のためにご尽力をいただいた
皆さんへの感謝状贈呈式は５月１日、町役場正庁で執り行われま
した。
　前後町長は、任期満了を迎えた野口輝

て る

也
や

さん（前選挙管理委員
会委員長）、小林英

ひ で

男
お

さん、渡部榮
え い

一
い ち

さん（同委員）ら３人に感
謝状を手渡した後、「長い間ありがとうございました。これから
も町政進展のためにご協力をお願いします」とお礼の言葉を述べ
ました。

適正な選挙への尽力に感謝
前選挙管理委員らに感謝状を贈呈

前後町長から賀寿を受け取る古川さん（右）

　４月 30 日に満 100 歳の誕生日迎えた古川榮吉さん（川上）へ
の知事賀寿贈呈式は同日、古川さんの自宅で挙行されました。
　会津保健福祉事務所の飯野日

ひ

佐
さ

子
こ

健康福祉部長が、知事賀寿と
記念品の会津漆器の木杯を贈呈。続いて前後公町長と戸田忠

た だ

義
よ し

町
老人クラブ連合会長が賀寿や記念品を贈った後、孫の実

み

樹
き

さんが
花束を手渡しました。
　長男の堅

かたし

さんはお礼を述べた後、「毎日体を動かしたり、新聞
を読んで頭を使ったりしていることが長生きの秘訣になっている
と思います」と話しました。

古川榮
え い

吉
き ち

さんが満 100 歳に
長寿を祝い、知事賀寿などを贈呈

　

納税への長年の協力に感謝
退任納税貯蓄組合長に感謝状贈呈

　町納税貯蓄組合永年在職（退職）者に対する表彰式は４月 16 日、
町役場正庁で開催されました。表彰は、町納税貯蓄組合長大会の
席上で執り行われ、長年組合長を務め退任された皆さんに、前後
町長から感謝状とお礼の言葉が贈られました。
　表彰を受けた皆さんは次のとおりです（敬称略（　）内は地
区名）。小澤孝

た か

雄
お

（旭町）、故塩谷七
し ち

重
じゅう

郎
ろ う

（上新町）、石川功
いさお

（西
舘）、故五十嵐よしゑ（扇田）、安部和

か ず

美
み

（山潟）、渡部孝
た か

俊
と し

（幸野）、
菅沼淳

じゅん

一
い ち

（川桁）、佐藤征
ゆ き

夫
お

（新屋敷）、渡部義
よ し

久
ひ さ

（樋ノ口）、古
川貞

さ だ

俊
と し

（相名目）、安部政
ま さ

一
か ず

（山潟）、渡部義
よ し

弘
ひ ろ

（幸野）

　農作物を霜の被害から守るため、対策技術の指導や関連情報の
提供などをする町防霜対策本部は 4 月 17 日、町役場農林課に設
置されました。
　一ノ瀬正

ま さ

義
よ し

ＪＡあいづ猪苗代地区統括支店長と前後町長が役場
正面玄関に看板を掲げて対策本部の設置をＰＲ、期間は 5 月末
までとなっています。
※防霜対策本部からのお知らせ
　霜が降りた日は、晴天となり急激に温度が上昇することが多い
ので、皆さん温度管理に注意してください。

霜の被害から農作物を守る
町農林課内に防霜対策本部を設置

看板を設置する一ノ瀬統括支店長（右）と前後町長（左）

感謝状を受ける石川功さん（左）
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「いつも笑っていてほしい」笑満ちゃんの名前には、
そんな願いが込められています。

ታ᭍ȺȦɦȾȴɂ

　

離
乳
食
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
、
す
く
す
く
成
長
中
の
笑

満
ち
ゃ
ん
。「
夜
泣
き
を
せ

ず
、
よ
く
寝
て
く
れ
る
の
で

私
た
ち
も
ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま

す
。
み
ん
な
寝
相
が
悪
い
の

で
、
笑
満
が
つ
ぶ
さ
れ
な
い

か
心
配
」
と
笑
い
な
が
ら
話

す
の
は
パ
パ
の
和
幸
さ
ん
。

　

そ
の
隣
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん

の
和
夢
く
ん
が
笑
満
ち
ゃ
ん

の
口
を
ふ
き
ふ
き
。
お
姉

ち
ゃ
ん
の
心
愛
ち
ゃ
ん
も
、

笑
満
ち
ゃ
ん
の
面
倒
を
よ
く

見
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　

最
近
は
、
寝
返
り
を
覚
え
、

お
し
ゃ
べ
り
も
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
パ
パ
に
抱
っ

こ
さ
れ
な
が
ら
「
ア
ー
」
と

声
を
あ
げ
ま
す
。「
表
情
も

豊
か
に
な
っ
て
き
て
、
よ
く

笑
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
微
笑
む
瞳
さ
ん
。

　

家
族
の
愛
情
に
包
ま
れ
、

笑
顔
を
振
り
ま
く
笑
満
ち
ゃ

ん
は
、
今
日
も
み
ん
な
を
笑

顔
に
し
ま
す
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

Hello in the smile

Inawashiro soba travelogue

　

役
場
の
近
く
に
あ
る
「
ラ
・

ネ
ー
ジ
ュ
」
は
、
一
見
そ
ば
屋

に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
お
い
し

い
そ
ば
が
食
べ
ら
れ
る
と
評
判

の
お
店
で
す
。
お
昼
時
に
は
、

そ
の
味
を
求
め
て
多
く
の
お
客

さ
ん
が
行
列
を
作
り
ま
す
。

　

猪
苗
代
そ
ば
暖
簾
の
会
の
会

長
を
務
め
る
ご
主
人
が
打
つ
こ

だ
わ
り
の
そ
ば
は
、
こ
ね
か

ら
切
る
ま
で
一
切
機
械
を
使

わ
な
い
、
完
全
手
打
ち
。
上
品

な
香
り
の
更
科
系
の
そ
ば
粉
を

１
０
０
％
使
用
し
た
、
強
い
コ

シ
と
喉
越
し
の
良
さ
が
特
徴
の

十
割
そ
ば
で
す
。

　

お
す
す
め
は
「
ざ
る
そ
ば
・

ミ
ニ
ヒ
レ
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
セ
ッ

ト
（
１
０
０
０
円
）」。
会
津
を

代
表
す
る
２
つ
の
味
が
楽
し
め

る
、
欲
張
り
な
一
品
。
そ
ば
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
柔
ら
か
い

ヒ
レ
カ
ツ
も
お
い
し
い
と
人
気

の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

営
業
時
間

昼
の
部　

午
前
11
時
30
分
～
午

後
２
時
15
分
、
夜
の
部　

午
後

６
時
～
午
後
９
時
（
ラ
ス
ト

オ
ー
ダ
ー
午
後
８
時
30
分
）

定
休
日　

不
定
休

☎（
62
）５
０
７
０

ίϧȳɛɝ Health information

　 こころ、元気ですか？

お姉ちゃんの心
ここ

愛
あ

ちゃん（左から２番目）とお兄ちゃんの和
あ

夢
む

くん（右端）の間でご満悦の笑満ちゃん

平成 23 年 10 月生まれ
～樋ノ口
和
か ず

幸
ゆ き

さん・瞳
ひとみ

さん夫婦の次女

生江　笑
え

満
ま

　ちゃん

ǽ ᴥ͍᚜ǽᤕᗵ ޔ
Ȳ Ȟ

ձ
Ȫ

Ȩɦᴦ

　

４
月
に
入
り
、
入
学
や
就
職
な
ど

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
人
、
進

級
や
配
置
替
え
な
ど
、
周
囲
の
環
境

が
変
わ
っ
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
の
う
ち
は
環
境
の
変
化
に
慣

れ
よ
う
と
一
生
懸
命
で
、
自
分
で
も

心
や
体
の
疲
れ
に
気
付
か
な
い
の
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
で
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た

今
頃
、
体
や
心
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
し
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
３
月
２
日
に
開
催
し
た

心
の
健
康
講
演
会
（
講
師　

会
津
中

央
病
院　

村
山
浩
之
先
生
）
か
ら
、

心
の
不
調
に
早
め
に
気
づ
く
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
ス
ト
レ
ス
へ

の
対
処
法
を
紹
介
し
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
①
毎
日

ぐ
っ
す
り
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

　

心
が
不
調
に
な
る
と
必
ず
睡
眠
に

問
題
が
出
て
き
ま
す
。
睡
眠
に
問
題

が
な
け
れ
ば
、
重
大
な
心
の
健
康
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
眠
と
い
う
と
「
寝
つ
き
が
悪

い
」
だ
け
を
考
え
が
ち
で
す
が
、
睡

眠
障
害
に
は
次
の
４
種
類
が
あ
り
ま

す
。
寝
つ
き
が
悪
い
「
入
眠
障
害
」、

ȢȗɕɁɗ ʳˁʗ˂ʂʯ おすすめのざるそば・ミニヒレソースカツ丼セット

「ざるそば・ミニ天丼セットや冷かけおろし納豆などもおすすめで
す」と代表の遠藤さん。（右）

夜
中
に
何
度
も
起
き
る
「
中
途
覚

醒
」、
朝
早
く
目
覚
め
る
「
早
朝
覚

醒
」、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
い
「
熟
眠

障
害
」、
ど
れ
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

心
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
良

い
睡
眠
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
１
週
間
以
上
の
不
眠
が
続
い
て

い
た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
②
お
酒
は

楽
し
く
飲
ん
で
い
ま
す
か
？

　

嫌
な
気
分
を
お
酒
で
ま
ぎ
ら
わ
せ

よ
う
と
す
る
逃
酒
、
眠
れ
な
く
て
お

酒
を
利
用
す
る
寝
酒
、
飲
み
会
な
ど

外
で
飲
ん
だ
時
に
ベ
ロ
ン
ベ
ロ
ン
に

な
る
ま
で
飲
む
深
酒
な
ど
、
回
数
や

量
に
か
か
わ
ら
ず
お
勧
め
で
き
ま
せ

ん
。
普
段
飲
ま
な
い
人
が
飲
む
よ
う

に
な
っ
た
、
毎
日
飲
む
よ
う
に
な
っ

た
、
休
み
の
日
の
昼
間
か
ら
お
酒
を

飲
む
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、
飲
み
方

に
変
化
が
あ
る
場
合
も
注
意
が
必
要

で
す
。

　

楽
し
い
お
酒
は
良
い
の
で
す
が
、

逃
酒
や
寝
酒
、
深
酒
は
不
眠
や
心
の

不
調
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
自
殺

や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
リ
ス
ク
を
高

め
ま
す
。
眠
れ
な
い
と
き
は
、
お

酒
を
飲
む
よ
り
、
睡
眠
薬
を
飲
ん
で

眠
っ
た
ほ
う
が
安
全
で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
③
体
の
不

調
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

心
が
不
調
に
な
る
と
体
の
不
調
も

必
ず
出
て
き
ま
す
が
、
そ
の
症
状
は

実
に
さ
ま
ざ
ま
。
検
査
で
は
異
常
が

な
い
の
に
不
調
が
続
い
て
い
る
、
体

の
不
調
だ
と
思
っ
て
病
院
に
行
く
が

異
常
が
な
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
、

２
つ
以
上
の
体
の
不
調
が
続
い
て
い

る
、
な
ど
の
場
合
は
心
の
不
調
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
医
療
機

関
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
は
、
よ
く

眠
る
こ
と
。
ス
ト
レ
ス
を
お
酒
で
解

猪苗代そば紀行

消
す
る
こ
と
は
や
め
、
趣
味
に
没
頭

し
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

体
を
動
か
す
と
気
分
転
換
に
も
な
り
、

脳
の
血
流
が
ア
ッ
プ
し
て
元
気
が
出

ま
す
。
心
も
体
も
疲
れ
て
い
る
と
き

は
、
ゆ
っ
く
り
休
息
を
と
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
普
段
あ
ま
り
愚
痴
を
こ

ぼ
さ
な
い
人
は
、
信
頼
し
て
い
る
人

に
意
識
的
に
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

身
近
な
相
談
場
所
と
し
て
、
精
神

保
健
福
祉
士
に
よ
る
心
の
健
康
相
談

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
日
・
時
間

　

６
月
21
日（
木
）
９
月
13
日（
木
）

12
月
13
日（
木
）
25
年
３
月
14
日（
木
）

の
午
後
１
時
15
分
か
ら

▼
会
場 

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
そ
の
他

　

相
談
は
無
料
で
す
。

　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
の
予
約

を
原
則
と
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
の

場
合
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
対
応

し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

手打ち蕎麦と
御食事の店
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 学 び の 泉 № 183

教育委員会だより

町体験交流館　学びいな
Mail   mana@town.inawashiro.fukushima.jp
TEL  0242-72-0180　FAX  0242-62-5350

教育委員会生涯学習課
■問い合わせは

　                                      　　　　町内イベントのお知らせ

 

教
育
委
員
会
コ
ラ
ム

　
　
　
　
　

 

～
第
二
十
四
回
～

　

♪
春
の
小
川
は
さ
ら
さ
ら
行
く
よ
～
♪
（
原
詩

は
流
る
、
文
部
省
が
小
学
校
低
学
年
に
歌
わ
せ
る

た
め
、
文
語
体
を
口
語
体
に
改
め
た
）

　

日
本
人
の
心
の
原
風
景
と
も
言
う
べ
き
名
曲

「
春
の
小
川
」
は
、
大
正
の
初
め
こ
ろ
作
ら
れ
た
。

　

作
詞
家
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は
ど
こ
の
小
川
か

と
、
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
き
た
が
、
作

詞
家
の
高
野
博
士
の
家
が
渋
谷
区
代
々
木
に
あ

り
、
そ
こ
を
流
れ
て
い
た
「
渋
谷
川
」
で
は
な
い

か
、
と
の
一
説
が
あ
る
。
大
正
の
初
め
こ
ろ
ま
で

は
、
一
面
の
田
ん
ぼ
や
畑
で
、
今
の
ビ
ル
が
林
立

す
る
首
都
東
京
の
ど
真
ん
中
「
渋
谷
」
と
は
大
違

い
で
あ
っ
た
。

　

渋
谷
川
は
、
鉄
分
の
多
い
関
東
ロ
ー
ム
層
の
赤

土
を
含
む
土
砂
が
流
れ
込
む
た
め
濁
っ
て
お
り
、

渋
谷
の
渋
は
こ
こ
か
ら
き
た
と
い
う
。
数
多
く
の

支
流
を
も
つ
川
で
、
高
野
博
士
は
そ
の
あ
た
り
を

散
歩
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

昭
和
三
十
年
代
後
半
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘

致
に
伴
う
大
改
造
で
辺
り
は
一
変
し
、
川
も
暗
渠

化
さ
れ
下
水
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
川
の
蓋
を
開
け
、
再
び
春
の
小
川
を
取

り
戻
そ
う
と
す
る
動
き
が
渋
谷
区
民
の
間
に
広

が
っ
て
い
る
。
こ
の
種
の
出
来
事
は
、
単
な
る
郷

愁
の
念
に
留
ま
ら
ず
、
一
種
の
象
徴
的
事
件
と
し

て
と
ら
え
る
べ
き
で
、
今
後
、
開
発
と
保
護
の
問

題
は
常
に
重
要
で
基
本
的
な
課
題
と
な
る
。

　

猪
苗
代
は
幸
い
自
然
が
ま
だ
ま
だ
豊
か
だ
。
人

間
の
心
を
元
気
に
す
る
の
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

美
し
い
自
然
で
あ
る
。

（
土
屋
）

　                                            　　　生涯学習課からのお知らせ

1868 年（慶応 4 年）戊辰
戦争が起き、西軍は母成峠
を破り、猪苗代城下に攻め
入ろうとしていた。猪苗代
城代は亀ヶ城を焼き払い、
さらに土津神社も焼くこと
を宮司に命じた。その一ヵ
月後、鶴ヶ城は落城した。
旧会津藩士である山川浩の
妹で、日本人女性初のアメ
リカ留学を終えて帰国した
捨松に、戊辰戦争の敵方で
ある薩摩藩出身の陸軍大将
大山巌から縁談話が持ち込まれた。
山川家の兄弟は猛反対するが……。

【あらすじ】　平成 18 年に県教育委員会などが公募した「ふくしま
の歴史と文化の再発見演劇祭」の作品に選ばれ、平成
19 年に福島市で初演後、県内各地はもとより、平成 21
年には鹿児島県でも公演された感動の演劇です。

「戊辰戦争で戦ったもの同志が互いの悲しみを知り、心
を許し合う実話」を猪苗代町でぜひご覧ください。
●日　時：5 月 26 日（土）　昼夜２回公演
　昼の部：午後１時開演（開場は 12:30）
　夜の部：午後６時開演（開場は 17:30）
●会　場：町体験交流館・学びいなホール
●料　金：1,000 円（当日券は 1,200 円、高校生以下無料）
　※チケットは学びいなで販売しています。宅配あり。
●主　催：「劇団ぴーひゃらら」（会津若松市）
●共　催：猪苗代町体験交流協会
●問い合わせ：町体験交流館（学びいな）　☎ 72-0180
　劇団ぴーひゃらら　近藤　☎ 090-3365-1700

　学びいなに設置している図書室の５月、６月の休館日
は次のとおりです。
５月 6 日（日）、5 月 28 日（月）、6 月 3 日（日）、6 月
25 日（月）

　これからテニスを始める人、上達したい人、一緒にテ
ニスで汗を流してみませんか。初級者と中級者に分かれ
て硬式テニスを楽しくレッスンします。
●日　時：6 月 2 日、9 日、16 日、23 日（いずれも土曜日）
　　　　　14:00 ～ 16:00
●会　場：運動公園テニスコート（小雨決行）
●参加費：４回で 1,000 円（傷害保険代含む。当日徴収）
　　　　　※カメリーナスポーツクラブ会員人は無料
●申し込み：電話で 5 月 31 日（木）までに猪苗代テニ
　　　　　スクラブ　押田まで。☎ 63-0668

　猪苗代山草会主催の
山野草展示販売会が町
学びいな
ホールで行われます。
200 点を超える山野草
の鉢植え展示に加え、
チャリティー販売もし
ます。
●日　時：5 月 19 日（土）　9:00 ～ 16:00
　　　　　5 月 20 日（日）　9:00 ～ 15:00
●会　場：町体験交流館・学びいなホール
●入場無料

　この度、下記の皆さんに町の社会教育委員を委嘱しま
した。任期は本年４月１日から２年間です。
○星　美法 さん（新在家）○増子　玲子 さん（樋ノ口）
○大堀 明子 さん（上ノ上）○小檜山 芳子 さん（幸野）
○鈴木 敦子 さん（廻谷地）○長谷川 好英 さん（西久保）
○土屋 勇雄 さん（壺下）○酒井 栄喜 さん（猪苗代小
学校長）
　本年３月末日をもって委員を退任された、山野邊 喜
勝 さん（金曲）、江花 俊和 さん（葉山）、安部 愼一 さ
ん（本町）には、長い間ご尽力をいただき、ありがとう
ございました。

�　　　 社会教育委員を委嘱しました

　猪苗代町絆づくり実行委
員会では、「母から子への
手紙」コンテストの第９・
10 回（平成 22 ～ 23 年
度開催分）の入賞作品と第１
～８回の大賞作品を合わせ
て 107 編を掲載した作品
集を作成しました。また、
第４～６回の作品集、第７
・８回の作品集も在庫があ
ります。いずれも１冊 500
円です。
興味のある人は学びいなまで。

　　　　山野草を展示・販売します�　　　　町民ハイキングのご案内

●開催日：６月 30 日（土）
●行き先：那須塩原方面
●対象者：町民または町内に通勤・通学する、健康で健
脚な人（２時間程度歩きます）
●定　員：120 人（定員になり次第、締め切ります）
●参加料：2,000 円～ 3,000 円程度
※参加申込方法、
参加受付開始日な
どの詳細は、６月
上旬の新聞折り込
みチラシでお知ら
せします。
　申し込みは電話
・FAX でもできま
すが、来館者を優
先します。

� 『母から子への手紙』新しい作品集が完成

�　 　猪苗代町民マラソン大会のご案内

　恒例となった猪苗代町民マラソン大会を開催します。
この日だけは誰もがライバル、年に一度の大バトル！
ゴールを目指して爽やかに汗を流そう！
●開催日：６月 24 日（日）小雨決行
●会　場：亀ケ城公園
●対象者：町民または町内に通勤・通学する人、もしく
は町内のスポーツクラブなどに所属する人
●参加料：１人一種目　500 円　　親子競争　1,000 円
リレーマラソン　2,000 円
●種　目：親子競争（1km）、小学１・２年生（1.5km）、
小学３・４年生（2km）、小学校５・６年生（3km）、中
学女子（3km）、中学男子（3km）、リレーマラソン（1km
× 4 名）ほか
※詳しくは、町体験交流館（学びいな）に問い合わせて
ください。

�　　　　町民テニス教室のご案内

�　　◆体験交流館・図書室の休館日◆

　　　　書画の会展を開催します

　第 21 回を迎えた書
画の会展示会が開催さ
れます。会員 30 人の
個性的な作品の数々を
ぜひご覧ください。
今回は「如風庵」での
初めての開催となりま
す。
●日　時：6 月 9 日（土）～ 12 日（火）　9:30 ～ 16:30
●会　場：如風庵　　
●入場無料
●問い合わせ：渡部信子　☎ 64-2524

�　　　　　　　　　　舞台劇『明治の兄弟～山川家の人々～』公演
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ま
で
の
１
カ
月
間
は
「
福
島
さ
わ
や

か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

５
月
16
日（
水
）、
６
月
13
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

※
定
例
相
談　

毎
月
第
３
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談
委

員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
法

律
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

６
月
１
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

町
職
員
採
用
候
補
者

　

町
で
は
、
25
年
度
採
用
の
町
職
員

（
行
政
職
、
保
健
師
職
）
を
募
集
し

ま
す
。

▼
採
用
職
種
と
採
用
予
定
人
数

行
政
職（
大
学
卒
程
度
）
　
　

若
干
名

保
健
師
職（
短
大
卒
程
度
）
若
干
名

▼
受
験
資
格　

○
行
政
職　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か

　

ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
人（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
保
健
師
職　

昭
和
62
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
人
（
学
歴
は
問
い
ま
せ

　

ん
）
で
、
保
健
師
と
看
護
師
の
両

　

方
の
資
格
を
持
つ
か
平
成
25
年
４

　

月
ま
で
に
両
方
の
資
格
を
取
得
す

の
消
印
ま
で
を
有
効
と
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課
行
政
管
理
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

水
道
施
設
業
務
嘱
託
員

　

水
道
施
設
業
務
の
嘱
託
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

１
人

▼
資
格
要
件

　

高
校
卒
業
以
上
で
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
心
身
と
も
健
康

な
人
（
水
道
工
事
経
験
者
を
優
先
し

ま
す
）

▼
勤
務
条
件

　

猪
苗
代
町
嘱
託
員
の
任
用
等
に
関

す
る
規
則
に
よ
る
。

▼
雇
用
期
間

　

24
年
７
月
１
日
（
予
定
）
～
25
年

３
月
31
日

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
の
上
、
６
月
１
日

（
金
）ま
で
に
上
下
水
道
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

履
歴
書
は
、
上
下
水
道
課
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考
試
験

　

面
接
試
験
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

面
接
の
日
程
な
ど
は
、
応
募
し
た
人

に
後
日
通
知
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

水
道
施
設
業
務

☎（
62
）５
６
２
２

　

る
見
込
み
の
人

▼
試
験
の
方
法

一
次
試
験

○
期
日　

７
月
22
日（
日
）

○
場
所　

福
島
大
学

　
　
　
　
（
福
島
市
金
谷
川
１
番
地
）

○
内
容　

　

行
政
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

　

験
と
行
政
の
専
門
試
験

　

保
健
師
職

　

短
大
卒
程
度
の
教
養
試
験
と
保
健

　

師
の
専
門
試
験

二
次
試
験

　

一
次
試
験
合
格
者
に
、
個
別
面
接

　

や
小
論
文
な
ど
に
よ
る
試
験
を
実

　

施
し
ま
す
。

▼
受
験
申
込
用
紙
の
交
付

　

申
込
用
紙
は
、
役
場
総
務
課
行
政

管
理
業
務
で
受
け
取
る
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、

封
筒
の
表
に
「
行
政
職
採
用
試
験
申

込
用
紙
請
求
」
ま
た
は
「
保
健
師
職

採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
80
円
分
の
切
手
を
貼は

っ
た
、

あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

○
あ
て
先　

〒
９
６
９―

３
１
２
３

　

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０

　

猪
苗
代
町
役
場　

総
務
課

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　

５
月
24
日
（
木
）
か
ら
６
月
22
日

（
金
）ま
で
に
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
６
月
20
日（
水
）

自
動
車
税
・
軽
自
動
車

税
の
納
期
限
で
す

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
増
進
や
教
育

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
税
金

で
す
。
定
め
ら
れ
た
納
期
限
（
24
年

５
月
31
日
）
ま
で
に
、
忘
れ
ず
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
が
で
き
ま
す
（
自
動
車
税
だ
け
）

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
を
納
付

し
た
時
の
領
収
証
書
に
は
、
継
続
検

査
（
車
検
）
用
の
納
税
証
明
書
が
つ

い
て
い
ま
す
。
車
検
の
と
き
に
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒

に
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
や
療
育
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
ま
た

は
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
も
の
は
、
申
請
に
よ
り
自
動

車
税
も
し
く
は
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。
自
動
車
税
の
減
免
の
申

請
は
納
期
限
（
軽
自
動
車
税
の
減
免

は
納
期
限
前
７
日
）
ま
で
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
申

請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
で
納
期
限
後
に
申
請
し

募　

集

た
場
合
は
、
申
請
の
翌
月
以
降
か
ら

月
割
減
免
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
で
減
免
の
要

件
に
該
当
し
た
場
合
も
申
請
の
翌
月

以
降
か
ら
の
月
割
減
免
と
な
り
ま
す
。

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免

の
範
囲
や
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
税

会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

☎（
29
）５
２
６
１
・
５
２
６
４

軽
自
動
車
税

税
務
課　

賦
課
業
務

☎（
62
）２
１
１
３

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
に
補
助
金

補
助
金
制
度
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
経
済
産
業
省
所
管
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
業
務

☎（
62
）２
１
１
２

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

総
務
省
で
は
、
猪
苗
代
町
を
担
当

す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
次
の
人

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
　宮

澤　

重
正
さ
ん
（
下
舘
）

☎（
66
）３
９
９
５

　

国
、
県
、
市
町
村
な
ど
の
役
所
や

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事
に

つ
い
て
、
苦
情
、
意
見
や
要
望
を
受

け
る
の
が
行
政
相
談
で
す
。

　

５
月
１
日
（
火
）
か
ら
31
日
（
木
）

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
観

点
か
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と

促
進
を
図
り
、
自
然
と
共
生
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
、
循
環
型
社
会
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
要
件

　

町
内
在
住
の
人
が
、
居
住
ま
た
は

居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅（
店
舗
併

用
住
宅
を
含
む
）に
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
場
合
に
、
そ
の
設
置
に
要
す

る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大

セ
ン
タ
ー
が
定
め
た
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
交

付
規
程
（
20
年
12
月
24
日
Ｊ―

Ｐ
Ｅ

Ｃ
第
０
８
１
０―

０
０
０
７
号
）第

４
条
（
対
象
シ
ス
テ
ム
）の
規
定
に

定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
り

ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

１
㌔
㍗
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
。

最
大
出
力
値
が
４
㌔
㍗
を
超
え
る
場

合
は
、
４
㌔
㍗
を
上
限
と
し
ま
す
。

▼
受
付
開
始　

　

４
月
２
日（
月
）か
ら
開
始
し
て

い
ま
す
。

▼
補
助
件
数　

10
件
程
度
を
予
定

▼
申
請
手
続
き

　

補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
猪
苗
代
町
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
費

相　

談

税　

金

補
助
金

あなたの力、町づくりに生かしてみませんか住宅の屋根に設置された太陽光発電パネル

秘密は厳守します。気軽
に相談してください
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地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
出
張
ひ
ろ
ば

　

児
童
館
で
開
催
し
て
い
る
「
あ
そ

び
の
ひ
ろ
ば
」
を
各
地
区
に
出
張
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
、
お
孫
さ
ん

を
子
守
中
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
近
く
の
ひ
ろ
ば
で
家

族
一
緒
に
楽
し
く
遊
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
開
催
時
間
は
各
会
場
と
も
午
前

10
時
～
午
後
４
時
で
す
。

▼
会
場
お
よ
び
開
催
日

翁
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　

５
月
17
日（
木
）　

６
月
14
日（
木
）

　

７
月
12
日（
木
）　

８
月
９
日（
木
）

　

９
月
13
日（
木
）　

10
月
11
日（
木
）

月
輪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　

６
月
７
日（
木
）　

７
月
５
日（
木
）

　

８
月
２
日（
木
）　

９
月
６
日（
木
）

　

10
月
４
日（
木
）

川
桁
防
災
セ
ン
タ
ー　

　

５
月
24
日（
木
）　

６
月
21
日（
木
）

　

７
月
19
日（
木
）　

８
月
23
日（
木
）

　

９
月
20
日（
木
）　

10
月
18
日（
木
）

樋
ノ
口
多
目
的
集
会
所

　

５
月
31
日（
木
）　

６
月
28
日（
木
）

　

７
月
26
日（
木
）　

８
月
30
日（
木
）

　

９
月
27
日（
木
）　

10
月
25
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

猪
苗
代
町
児
童
館

☎（
62
）５
１
６
７

告　

示

・
第
45
号「
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
管

理
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
」

（
総
務
課
行
政
管
理
業
務
）

・
第
46
号「
猪
苗
代
町
乗
合
タ
ク
シ
ー

運
行
事
業
実
施
要
綱
」

（
企
画
財
務
課
企
画
調
整
業
務
）

・
第
47
号「
猪
苗
代
町
多
子
世
帯
保

育
料
負
担
軽
減
補
助
金
の
交
付
等
に

関
す
る
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
」（
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
業
務
）

・
第
48
号
「
猪
苗
代
町
妊
婦
健
康
診

査
実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
」（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
業

務
）

・
第
49
号
「
猪
苗
代
町
子
宮
頸
が
ん

等
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業
実

施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
」

（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
業
務
）

・
第
50
号
「
平
成
23
年
度
福
島
県
高

齢
者（
23
価
）肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に

基
づ
く
猪
苗
代
町
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
実
施
要
領
の
一

部
を
改
正
す
る
要
領
」

（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
業
務
）

・
第
51
号
「
分
任
務
出
納
員
」	

（
総
務
課
行
政
管
理
業
務
）

子
育
て

・
第
52
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

・
第
53
号
「
充
当
通
知
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
54
号
「
公
売
通
知
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
55
号
「
差
押
書
の
公
示
送
達
に

つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

公　

告

・
第
12
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
に
つ
い
て
（
３
月
）」

（
農
業
委
員
会
農
地
業
務
）

・
第
13
号
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
す
べ
き
固
定
資
産
の
価
格
等
登

録
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
賦
課
業
務
）

・
第
14
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
公
告
に
つ
い
て
（
第
１
号
）」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
15
号
「
平
成
24
年
度
に
お
け
る

猪
苗
代
町
の
発
注
予
定
工
事
情
報
」

（
企
画
財
務
課
財
務
業
務
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

ステンドグラスの町並みへ
　町では、昨年度から中央商店街の街路灯をステン
ドグラスにする取り組みを、㈱まちづくり猪苗代に
委託し、実施しています。
　昨年度は、ステンドグラスアーティストの松崎徹
先生の指導のもと、10 数名の皆さんが製作に参加。
猪苗代町らしいオリジナルデザインで彩られた街路
灯が中央商店街の西側に設置され、12 月のイルミ
ネーション点灯とともにお披露目されました。
　本年度は東側街路灯のステンドグラス化を実施し
ます。

製作参加者募集
　11 月下旬まで週１～２回程度、松崎先生の指導
を受けながら、ステンドグラスを製作します。自分
のデザインで製作することができます。
●場　所　まちのえき　まるしめ
●参加費　無料
※参加者はいつでも受け付けます。
●応募方法　電話またはファクスで下記まで申し込

んでください（ファクスで申し込む場合は、名前、
住所と電話番号を記載してください）。
●申し込み先　まちのえき まるしめ
☎・FAX （85）7412

デザイン募集
「製作はちょっと難しいかなぁ…」と思った人は、
デザインだけでも応募してみませんか？ 猪苗代町
にちなんだイラストや素材（写真などでも可）の提
供をお願いします。
●応募方法
約 40㌢× 40㌢大の用紙（下図参照）に絵を記入し、
郵送または持参で応募してください。ステンドグラ
スを意識したデザインでなくても結構です。写真や
絵画であれば用紙サイズは問いません。専用の応募
用紙は、まちのえき まるしめと役場商工観光課に
備え付けてあります。

■申し込み先　まちのえき まるしめ
　猪苗代町字新町 4934　☎（85）7412

あなたのデザインで
　　　　中央商店街を彩ろう

40cm

40cm

20cm

写真は昨年の参加者の作品
町の花サギソウ、町の木ナナカマド、
町の鳥ハクチョウがあしらわれている

　　　広告掲載スペース（例）
広報猪苗代では、希望があれば広告を掲載します。
料金や大きさなど、詳しくは総務課に問い合わせてください。

（受付時間　午前９時 30 分～午後５時 30 分）
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※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

町の人口

お悔やみ申し上げます
（３月 15 日～４月 14 日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

渡部　昭夫 49 正 神明町

渡部ハル子 72 ハル子 六角

大竹　秀子 89 秀子 桜ケ丘

田原　周三 76 周三 半坂

物井　幸子 56 宗一 中の沢

笠井　友信 82 友信 市沢

齋藤　利子 84 憲郎 古城町

板橋　義雄 82 義雄 打越

神　マサヲ 93 良夫 白津

長谷川丒吾 93 與一 渋谷

石川與四英 77 與四英 翁島駅前

星　　デン 95 デン 半坂

藤橋　耕一 70 耕一 半坂

棚木　善昌 83 善昌 幸野

渡部　ツヤ 68 功 砂川

鈴木ハツ子 76 基司 小田

釣巻ミヨシ 102 善宏 西真行

 24 年４月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　15,761 人
　　世帯数　　　  5,011 戸
　　出生　11 人　  転入      76 人
　　死亡　15 人  　転出   154 人

   今月の納期
（納期限５月 31 日）

●軽自動車税　

 　　　　　　　１期分
●上下水道使用料
                        ５月分
●下水道受益者負担金
　　　　　　   １期分

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　※震災の影響で県外に避難してい
る人は問い合わせてください。
●利用できる人
　県立図書館に利用登録している人。
利用カードをお持ちでない人は、郵
送でも登録申請ができます。
●利用できる資料・冊数・期間
・資料　貸出可能な県立図書館所蔵
の資料
・冊数　10 冊以内
・期間　15 日以内（往復の配送期
間を含む）
●申し込み方法
　「資料宅配サービス申込書」で郵
便、FAX またはメールのいずれか
で県立図書館に直接申し込んでくだ
さい。
●資料の送付について
・送付代金は利用する人の負担です。
料金着払いで発送します。
●返却方法
・定められた返却期日までに郵便、
宅配便（宅配業者の正規料金となり
ます）など都合の良い方法で、送り
主負担で返送してください。
・直接県立図書館に返却することも
できます。
・遠隔地返却を受け付けている市町
村図書館・公民館図書館のカウン
ターで返却することもできます。
●その他
・資料を紛失したり、著しく汚損・
破損したりした場合には、弁償して
いただきます。
・詳しくは県立図書館ホームページ
をご覧になるか、下記まで問い合わ
せてください。
問福島県立図書館
資料情報サービス部
〒 960-8003
福島市森合字西養山１番地
☎ 024（535）3218
FAX 024-536-4787
E-mail  ippan@library.fks.ed.jp
http://www.library.fks.ed.jp/

　  ６月３日～９日の間は
　 「危険物安全週間」です

　　　「危険物　めざせ完封
　 　　ゼロ災害」　
●ガソリンはポリ容器では保管でき
　ません

（ポリ容器は、静電気などにより引
火する恐れがありますので、適正な
金属容器で保管してください）

●危険物の運搬にはご注意を
（こぼれないように、栓は確実に閉
め、倒れないようにしっかりとロー
プなどで固定してください）
●保管する量は最小限にしましょう

（一定数量以上を保管するには、消
防署に届け出が必要です）
●自動車や機械への給油の時はエン
ジンを停止してから。タバコなどの
火気は厳禁です　

（直接火が触れなくても引火し、火
災を起こすことがあります）

問猪苗代消防署　☎（62）4433

編
集
後
記

暮らしの情報広場

　国家公務員採用一般職
　試験（高卒者）を実施

　人事院では、国家公務員採用一般
職試験（高卒者）を実施します。
　受け付けはインターネット申込受
付期間が６月 26 日（火）から７月５
日（木）まで（郵送・持参の場合は７
月２日（月）から７月 10 日（火）ま
で。受付最終日の通信日付印有効）
で、第１次試験は９月９日（日）に
実施します。
　申込方法や受験資格などの詳しい
内容については、人事院ホームペー
ジまたは下記に問い合わせてくださ
い。
問人事院東北事務局　第二課
　試験係　☎ 022（221）2022
　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

　国家公務員税務職員採
　用試験（高卒）を実施

　仙台国税局では、バイタリティー
あふれる税務職員を募集しています。
国の財政を支える税務職員に、あな
たもチャレンジしてみませんか。
●受験資格
　４月１日現在、高等学校または中
等教育学校卒業後３年を経過してい
ない人および試験年度の３月までに
高等学校または中等教育学校を卒業
見込みの人
●受付期間
①インターネット申し込み

　６月 26 日（火）～７月５日（木）
②郵送・持参申し込み
　７月２日（月）～７月 10 日（火）
●受験申込書の請求
①インターネット申し込み
　※申込専用アドレス http://www.
　jinji-shiken.go.jp/juken.html
②最寄りの税務署、仙台国税局人事
第二課または人事院東北事務局へ受
験申込書を請求する
問人事院東北事務局
　☎ 022（221）2022
　仙台国税局人事第二課
　試験研修係
　☎ 022（263）1111（内線 3236）

　磐梯山開きは５月27 日　
　に延期します

　5 月 13 日（日）に予定していた第
55 回磐梯山開きは、残雪のため５
月 27 日（日）に延期になりました。
詳しくは役場商工観光課に問い合わ
せてください。
問商工観光課　☎（62）2117

　福島県立図書館の資料
　宅配サービスのご案内

　距離や時間の都合などで県立図書
館が利用しにくかった県民のみなさ
んに朗報です。図書や雑誌などの資
料を宅配で貸し出ししています。
●対象地域
　福島県内

お知らせ

Life Information

▼
今
月
号
か
ら
広
報
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

写
真
撮
影
や
取
材
、
記
事
の

編
集
な
ど
、
慣
れ
な
い
作
業

に
四
苦
八
苦
の
毎
日
。
思
う

よ
う
に
仕
事
が
進
ま
な
い
ま

ま
、
あ
と
数
時
間
後
に
は
印

刷
業
者
さ
ん
が
原
稿
を
取
り

に
来
ま
す
。
前
の
担
当
者
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
、
大
分
進

ん
だ
も
の
の
、
現
在
ま
だ
完

成
し
て
い
な
い
ペ
ー
ジ
が
数

ペ
ー
ジ
…
▼
今
回
の
よ
う
な

ぎ
り
ぎ
り
の
仕
事
を
し
て
い

る
と
、
今
後
は
計
画
的
に
仕

事
を
し
よ
う
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。
か
れ
こ
れ
20
数

年
前
、
小
学
生
だ
っ
た
私
は
、

夏
休
み
や
冬
休
み
の
最
終
日

と
も
な
る
と
必
死
に
宿
題
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
度

に
、
こ
れ
か
ら
は
計
画
的
に

進
め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
も

の
で
す
。
大
人
に
な
っ
て
も

全
く
変
わ
っ
て
な
い
な
あ
。

▼
今
後
も
皆
さ
ん
に
読
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
広
報
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
情
報
提
供
や
取
材

へ
の
協
力
な
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
矢
森
）

消　　防
  猪苗代警察署管内の犯罪・
　   交通事故発生状況

（平成 24 年３月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎４月 20 日から５月９日まで、春の行楽期にお
ける地域安全運動を実施します。戸締りや近隣所
への声かけで空き巣被害を防止しましょう。

◎５月１日からの１カ月間は、自転車月間になっ
ています。自転車も車の仲間です。ルールを守り
ましょう。

２　交通事故発生状況

年別
町村別 平成 24 年 平成 23 年 増　減 増減率％

猪　苗　代　町 15 14 1      7.1
磐　梯　町 6 6 0      0.0
裏　磐　梯 7 5 2    40.0

　　　計 28 25 3    12.0

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 29 28 5 2 1 1
増　　減 1 3 0

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
23 年 22 年 23 年 22 年 23 年 22 年

窃盗犯計 13 13 4 6 5 5
空き巣
金庫破り
事務所荒らし
出店荒らし
倉庫荒らし
侵入盗その他 2 1
置引き 2
車上ねらい 1 2 1
部品ねらい
脱衣場ねらい 1 1
自販機ねらい
万引き 2 4
職場ねらい 1
さい銭盗 4
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 7 2 2 2 1
非侵入盗その他 1 1 3 2
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗 1
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1
詐欺・横領 1

遺失物等横領 1
器物損壊 1 1 1

その他の刑法犯 1
総　計 15 14 6 6 7 5
増　減 1 0 2

募　　集

×

給油中はエンジンを停止してください
くわえたばこでの給油も危険です
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５月は翁島小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　春キャベツは、免疫力を高め、風邪の予防に効果のあるビタミンＣや胃腸の調子を整えるビタミンＵ
が豊富に含まれています。しらすは、カルシウムが豊富ですが塩分も含まれているため、摂りすぎには
注意しましょう。

৯ੜ׆վળਪਐһίʔφʔ ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 180

【材料】４人分
春キャベツ  1/4 玉・しらす  20㌘・にんにく  １かけ・
Ａ { 白すりゴマ  大さじ４・ゴマ油  大さじ２・砂糖  
小さじ１・塩  小さじ 1/2｝

【作り方】
① キャベツを一口大のざく切りにします。
② ①を熱湯でさっと茹で、ざるに上げて水気をきり
　ます。
③ ボールにすりおろしたにんにくとＡを入れて混ぜ、
　②としらすを加えて和えます。
④ 器に盛りつけたら出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 131㌔㌍、塩分  1.0㌘

春キャベツのナムル
（メタボ予防メニュー）

遠藤　大
ひ ろ

生
き

さん（１年）

「コロコロガーレ」

どんな迷路にするかを考
えるのが大変でしたが、
転がる場所や棒を立てる
位置を工夫するなど、頑
張って作りました。真ん
中にあるトンネルがお気
に入りです。岩本　華

か

凛
り ん

さん（４年）

「親子の雪だるま」

舟に乗っている、お父さんと子ど
もの雪だるまを作りました。雪だ
るまの手を作るのが難しかったで
す。お父さん雪だるまの顔が上手
に出来たと思います。


